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春の公開講座
「グローバリゼイション」
大盛況のうちに終了

総務部

第106回（平成19年春季）東京大学公開講座「グロー
バリゼイション」が、４月７日（土）～６月２日（土）
にかけて行われた。
今回の公開講座の企画委員長は植田和男・経済学研究

科長が務めた。「～世界をかけめぐるヒト・モノ・カネ
その光と影～」という副題のとおり、グローバル化を多
様な側面から－光の面だけでなく、影の面も含めて－考
察しよう、という試みであった。
講座は植田企画委員長自らグローバル化について概説

する「入門・グローバリゼイション」で幕をあけ、グロ
ーバル化について、歴史、経済、農業、安全保障、環境、
技術、文化、教育など、様々な観点から論じる講義・デ
ィスカッションが行われた。

「グローバル化」という、否が応にも私たちが直面し
なければならない、時代に即した大変興味深いテーマで
あったこと、積極的に広報活動を展開したこともあり、
来場者数は、毎回1,000人を超え、50年以上にわたる公
開講座の歴史の中で過去最高の動員を記録した。
このような盛況に応えるため、最終日には予定を変更

し、小宮山宏総長が「世界の持続的発展と『課題先進国』」
と題し、30分以上にわたって熱のこもった講義を展開し、
こちらも聴講者に大変好評を博していた。

今回の公開講座にご協力いただいた全ての教職員の皆
様に、この場をかりて厚く御礼申し上げます。
今回の講義の模様は、２～３ヵ月後にTODAI TVお

よびポッドキャスト形式で公開される予定です。
なお、次回の公開講座は９月下旬～10月下旬にかけて

行われる予定ですので、皆様のご協力をよろしくお願い
いたします。

公開講座「グローバリゼイション」プログラム概要

４月７日（土）「グローバル化と国家・社会・経済」
植田和男・高山博・石黒一憲・柳田辰雄

21日（土）「グローバル化と食・農業」
鈴木宣弘・本間正義・伊藤元重・生源寺眞一

５月12日（土）「グローバル化と安全」
山影進・近藤豊・小林和彦・小池俊雄

19日（土）「グローバル化と技術」
坂村健・藤本隆宏・渡辺裕

６月２日（土）「グローバル化と人」
吉川泰弘・恒吉僚子・金子元久・小宮山宏

詳細はホームページをご覧下さい。
公開講座：

http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_j.html

TODAI TV：

http://todaitv.ep.u-tokyo.ac.jp/

超満員となった安田講堂

熱弁をふるう小宮山総長



6 No.1360   2007. 6. 27

韓国政府８省庁混成代表団、研修の
ため本学地球観測データ統融合連携
研究機構（EDITORIA）を来訪

地球観測データ統融合連携研究機構

東大ＮＥＣ企業ラボつくば分室発足
記念講演会を開催

ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構

５月31日（木）、韓国政府関係者13名が本学を来訪し、
14時50分から17時30分まで、医学部教育研究棟第８セミ
ナー室で科学技術を通した日韓研究交流会「韓国気象局
（KMA）による政府代表団研修訪問プログラム」が開催
されました。
韓国政府代表団は気象局・気候政策部長のSHIN,

SoonHo氏を団長に、気象局より他５名、科学技術省、
財務省、国家危機管理庁、国立地図情報研究所、国立海
洋研究所、国土交通省、公務員委員会より各１名の総勢
13名からなり、全球地球観測システム（GEOSS）関連
の科学政策および研究の進捗状況の理解を深めることを
目的として、わが国では本学の他に、文部科学省および
宇宙航空研究開発機構（JAXA）を、その後訪米して大
気海洋庁（NOAA）と環境保護局（EPA）をそれぞれ
訪問しました。
本学では、開催に先立ち理事・副学長の岡村定矩先生

より歓迎の挨拶と地球観測データ統融合連携研究機構に
ついて説明がありました。その後、小池俊雄機構長が韓
国政府関係者より予め要請のあった４つのテーマ、①気
候･水循環データの統合、②データ統合・解析システム
（DIAS）、③情報基盤と相互運用性、④統合地球水循環
強化観測期間プロジェクト（CEOP）について講演しま
した。韓国側からは、メタデータの標準化や登録システ
ムの内容、ダム監視システムによる洪水の事前回避、蓄
積したデータの公開方法、アクセス方法などの質問があ
り、活発な質疑応答となりました。
講演は英語で、質疑応答はLee, Sanghun氏による通

訳で日本語と韓国語でおこなわれました。

本学ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構（ＩＮＱ
ＩＥ）は６月８日（金）14時から茨城県つくば市のＮＥＣ
つくば研究所で、「東大ＮＥＣ企業ラボつくば分室発足
記念講演会」を開催した。本学にとって民間企業内に連
携研究拠点を設置するのは初の試みで、当日は、本学か
ら荒川泰彦機構長、樽茶清悟副機構長ら、教員６名と多
数の学生が参加。ＮＥＣ側も國尾武光執行役員兼中央研
究所長、曽根純一支配人（本学客員教授）をはじめ、量
子情報処理やシリコンフォトニクス分野などの研究員多
数が参加、合わせて50名近い出席者で会場が埋まった。

まずオープニングの挨拶に荒川機構長が立ち、東大内
に企業ラボを設けるほか、企業内に東大分室を設けた経
緯を説明、「（つくば分室を）産学連携の強い絆を深める
ニューコンセプトにしたい」と紹介した。ＮＥＣ側を代
表して國尾執行役員は「大学の英知を活用し、量子力学
による第３の波を次の産業のタネを育てる契機にした
い」と決意を込めた挨拶を述べ、研究機構におけるＮＥ
Ｃの研究の現状については萬伸一研究部長が報告した。

講演を熱心に聞き入る韓国政府代表団

筑波拠点発足記念講演会で挨拶する荒川機構長

挨拶する國尾ＮＥＣ執行役員
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講演の部に入り、はじめに荒川機構長が「量子ドット
研究の歴史と展望」について、続いて今井浩教授が「量
子情報の展望」について、ＮＥＣの蔡兆申主席研究員が
理化学研究所などと連携して進める「超伝導量子コンピ
ュータ」についてそれぞれ講演を行った。
休憩をはさみ、樽茶副機構長、五神真教授がそれぞれ

「電子と量子現象」、「光と量子現象」に焦点をあてた量
子を操る研究の現状と展望を講演。最後にＮＥＣの田原
修一ナノエレクトロニクス研究所長が、カーボンナノチ
ューブをはじめ「ＮＥＣのナノテクノロジー」について
講演し、「材料とデバイス分野で新原理を打ち立て、イ
ノベーションを起こしたい」と締めくくった。
講演会後、ＮＥＣ研究所内のラボツアー、懇親会を行

い、20時半過ぎに散会した。

６月19日（火）に開かれた教育研究評議会で、東京大
学名誉教授授与規則により、次の元教授65名に名誉教授
の称号を授与することになった。

質問も活発だった講演会風景

名誉教授の称号授与

人事部

部局 氏名 担当講座名

大・法
CH'EN PAUL

比較法原論講座
HENG-CHAO

大・法 伊藤　　眞 民事手続法講座

大・法 落合　誠一 企業法講座

大・法 江頭　憲治郎 企業法講座

大・医 桐野　a明
脳神経医学専攻臨床神経精神医

学講座

大・医 a橋　智幸 機能生物学専攻生理学講座

部局 氏名 担当講座名

大・医 加我　君孝
外科学専攻感覚・運動機能医学

講座

大・医 井原　康夫 脳神経医学専攻基礎神経医学講座

大・医 牛島　廣治
国際保健学専攻国際生物医科学

講座

大・医 幕内　雅敏 外科学専攻臓器病態外科学講座

大・医 加藤　進昌
脳神経医学専攻臨床神経精神医

学講座

大・工 鎌田　元康 建築環境学講座

大・工 長澤　　泰 建築計画学講座

大・工 塩谷　　義 航空宇宙推進学講座

大・工 河野　通方 航空宇宙推進学講座

大・工 仁田　旦三 電気エネルギー工学講座

大・文 平野　嘉彦 ドイツ語ドイツ文学講座

大・文 藤田　一美 美学芸術学講座

大・文 桜井　由躬雄 東洋史学講座

大・理 和達　三樹 物理学専攻数理物理学講座

大・理 k野　洋三
地球惑星科学専攻地球惑星シス

テム科学講座

大・理 奈良坂　紘一 化学専攻有機化学講座

大・理 梅澤　喜夫 化学専攻無機・分析化学講座

大・理 西郷　　薫 生物化学専攻生物化学講座

大・理 長田　敏行 生物科学専攻植物科学講座

大・農 會田　勝美 水圏生命科学講座

大・農 阿部　宏喜 水圏生命科学講座

大・農 岩本　純明 農業構造・経営学講座

大・養 太田　浩一 自然構造解析学講座

大・養 谷内　　達 複合系計画学講座

大・養 跡見　順子 運動適応科学講座

大・養 浅島　　誠 生命情報学講座

大・養 川合　　慧 情報システム学講座

大・養 石井　　明 国際関係論講座

大・養 竹内　信夫 言語態分析講座

大・養 宮本　久雄 比較文学比較文化講座

大・養 馬渕　一誠 生命情報学講座

大・養 岩田　一政 国際協力論講座

大・養 福林　　徹 認知行動科学講座

大・養 草光　俊雄 多元世界解析講座

大・育 土方　苑子 教育学講座
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部局 氏名 担当講座名

大・育 佐藤　一子 生涯学習基盤経営講座

大・育 三浦　逸雄 生涯教育計画講座

数理 松本　幸夫 大域幾何学講座

数理 a橋　陽一郎 離散数理講座

創域 大森　博雄 自然環境学専攻陸域環境学講座

医科 a津　聖志 感染・免疫部門

医科 竹縄　忠臣 癌・細胞増殖部門

医科 澁谷　正史 癌・細胞増殖部門

医科 御子柴　克彦 基礎医科学部門

地震 阿部　勝征 地震予知情報センター

社研 平石　直昭 比較現代政治部門

生研 高木 堅志郎 基礎系部門

生研 榊　　裕之 情報・エレクトロニクス系部門

生研 坂内　正夫 概念情報工学研究センター

生研 魚本　健人
都市基盤安全工学国際研究セン

ター

物性 高橋　　實 物性理論研究部門

物性 a山　　一 附属物質設計評価施設

海洋 寺崎　　誠 国際沿岸海洋研究センター

海洋 小池　勲夫 海洋化学部門

海洋 太田　　秀 海洋生態系動態部門

海洋 平　　朝彦 海洋科学国際共同研究センター

先端研 後藤　　晃 技術経済論

ＲＩ 巻出　義紘 研究開発部門

産学 安田　　浩 応用情報工学

類体論を確立した世界的な数学者であり、数学の国際
賞として最も栄誉のあるフィールズ賞の第１回選考委員
（1932）も務められた高木貞治先生（1875-1960）のお名
前を冠した講演会「高木レクチャー」が５月26日
（土）・27日（日）に駒場の数理科学研究棟で開催され
ました。
高木貞治先生は、1904年から1936年まで本学教授をさ

れ、今日まで読みつがれている教科書『解析概論』を
1938年に出版しておられます。

今回、日本数学会と大学院数理科学研究科の共催とな
った「高木レクチャー」では、世界から３人の国際的数
学者、ネーブ教授（独）、ヴォイキュレスキュ教授（米）、
ヨール教授（仏）が講演者として招かれ、２日間にわた
って壮大な数学理論の連続講演が行われました。土・日

熱気につつまれた講演

歓迎の挨拶を述べる桂利行研究科長

高木レクチャーが東大で開催されま
した

大学院数理科学研究科
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にもかかわらず100人以上の聴衆が集まり、会場は熱気
につつまれました。
「高木レクチャー」は、数学者の名前を冠した定期的

な講演会として日本で最初のもので、1924年から継続し
て出版されていた日本発の数学欧文誌JJMの存続の危機
を救うことと連動して，日本数学会の理事であった本学
の小林俊行教授が立案し、日本数学会が母体となって行
われることが2006年に決定した新しい企画です。
毎年、世界的に卓越した数学者を講演者として招聘し、

気概に満ちた研究総説講演を若手研究者・大学院生を含
む専門分野を超えた数学者が聴くことにより、創造のイ
ンスピレーションを引き起こし、新たな数学の発展に寄
与することを目的としています。

本研究科の産学官民連携型農学生命科学研究インキュ
ベータ機構（アグリコクーン）の「農学におけるバイオ
マス利用研究フォーラムグループ」の活動から、イネの
バイオエタノール化による持続的社会の構築を進めるた
めに「イネイネ・日本」プロジェクトが立ち上がり、５
月30日（水）に弥生講堂において表記のシンポジウムが
開催された。地球温暖化対策やエネルギー保障の観点か
ら、世界的にバイオ燃料の利用が進められている。世界
トップのブラジルではサトウキビ、アメリカではトウモ
ロコシからバイオエタノールを作っている。日本では、
生産調整で使われていない水田を中心にイネを栽培し、
玄米だけでなく、籾殻やワラも含めたホールクロップ利
用でバイオエタノールを作れば、温暖化対策だけでなく、
国土保全や農村振興を同時に進めることができると考え
られる。

シンポジウムでは、海外出張中の小宮山宏総長からの
メッセージと生源寺眞一研究科長からのご挨拶（研究科

シンポジウム会場

創立130周年記念事業シンポジウム
「イネのバイオエタノール化による持続的社会
の構築」開催される

大学院農学生命科学研究科・農学部

HP参照、http://www.a.u-tokyo.ac.jp/dean/ine.pdf）の
あと、生産技術研究所の迫田章義教授、農林水産省大臣
官房環境政策課の末松広行課長、および本研究科の横山
伸也教授が、日本におけるバイオマス利用の現状や、イ
ネを利用したモデルについての基調講演を行った。その
後、豊田中央研究所の高橋治雄氏が民間企業からみたバ
イオマスの利用について、また岩手県奥州市の菅原浩氏
が地域における実践活動について講演した。最後に本研
究科の森田茂紀教授がプロジェクトの目指す方向と課題
について話題提供して、総合討論を行った。
参加者は450名ほどで、常時、立ち見がでる盛況であ

った。また、参加者に企業関係者や自治体関係者が多い
のが特徴であり、日本における関心の高さが窺われた。
本シンポジウムについては一部のマスコミに取り上げら
れたため、その後も問い合わせが続いている。その受け
皿としての研究会を立ち上げ、産業化の実現を目指して
いく予定である。

パネルディスカッション
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今年で34回目となる医科研創立記念シンポジウムが６
月１日（金）13時から医科学研究所講堂において開催さ
れた。
上述シンポジウムは、医科学研究所が1967年に伝染病

研究所から改組されたのを記念して1974年より毎年６月
１日前後に開催されてきた。今回は、医科学研究所の改
組から40周年目となり、北里柴三郎博士による伝染病研
究所設立から115年目にあたり、医科学研究所の最先端
の話題を紹介するシンポジウムとして、各分野で先進的
研究を展開している所内の先生方に「医科学研究の最前
線」というテーマに基づいてプログラムが構成された。

清木元治所長の開会の辞に引き続き、遺伝子動態分野
・中村義一教授による『「かたち」を創るRNA - 基礎か
ら創薬へ』、ウイルス感染分野・河岡義裕教授による
『パンデミック・インフルエンザ―過去と未来―』、癌細
胞シグナル分野・山本雅教授による『蛋白質リン酸化シ
グナルからみる癌・細胞増殖』、15分の休憩をはさみ、
細胞機能研究分野・岩倉洋一郎教授による『疾患モデル
を用いた自己免疫発症機構の解析』、ゲノムシークエン
ス解析分野・中村祐輔教授による『ゲノム医科学からゲ
ノム医療へ』、最後に分子療法分野・東條有伸教授によ
る『医科研病院における細胞移植医療の過去・現在・未
来』について、各々40分間の講演が行なわれた。

フラッシュトークに熱心に聞き入る参加者

清木元治所長による開会挨拶

詳しい講演内容やプログラムについては、医科学研究
所ホームページで公開しているのでご覧下さい。
http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imswww/index-j.html

講演会場の医科学研究所講堂は、例年のことであるが、
所内外からの多くの参加者で満席となり、各講演を熱心
に聴講し、本研究所シンポジウムへの関心の高さが窺わ
れた。
また、医科研シンポジウムに先立ち、前日の５月31日

（木）13時半から講堂を会場に、医科研に所属する若手
研究者による１分間スピーチ「フラッシュトーク」（研
究成果発表会）が昨年に引き続き開催され、若手研究者
が熱心に研究の成果報告を行った。また、５月31日（木）
～６月１日（金）の２日間、アムジェンホールにてポス
ター発表会がフラッシュトークと連動する形式で行なわ
れた。

この創立記念のイベントには延べ350人が参加し、そ
して、61件のポスター発表の中から投票により最優秀ポ
スターが選ばれ、シンポジウム終了後の医科研恒例の野
外パーティーにおいて、所長から、表彰状及び記念品が
授与された。

ポスター会場

ポスター発表会表彰式

第34回医科研創立記念シンポジウム
開催される

医科学研究所
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平成19年度外国人学生数－国費外国人留学生数
952人、私費外国人留学生数1,396人、外国政府派
遣留学生数24人、在日外国人学生数182人－

研究協力部

本学では、毎年５月と11月の年２回、同月１日現在の外国人学生数を調査している。これをもとに各年度５月１日現
在の外国人留学生数の推移を以下に示した。また、本年５月１日現在の外国人学生数は次頁以降のとおりである。

東京大学外国人留学生受入数の推移
（各年度５月１日現在）

研究協力部留学生課調

全学生数に対する外国人留学生数の比率

※全学生数欄には在日外国人学生を含む。
※研究所に所属する外国人研究生は、大学院レベルに含む。
※比率欄の数は四捨五入。
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平成19年度　外国人学生数 平成19年５月１日現在

学部及び研究科等別外国人留学生数 平成19年５月１日現在

（注）①外国政府派遣留学生は、私費の欄に含む。
（注）②法学政治学研究科専門職学位課程学生2名、医学系研究科専門職学位課程学生4名及び公共政策学教育部専門職学位課程学生14名は、修士の欄に含む。
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国又は地域別外国人留学生数 平成19年５月１日現在

国又は地域別外国人留学生数 平成19年５月１日現在
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国又は地域別外国人留学生数 平成19年５月１日現在

平成19年度外国人留学生種別内訳

平成19年５月１日現在

平成19年度外国人留学生男女別内訳

平成19年５月１日現在
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平成19年度外国人留学生国籍別内訳 平成19年５月１日現在

平成19年度外国人留学生地域別内訳 平成19年５月１日現在
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理学系・薬学系・分生研・医科研・医学系附属疾患生
命工学センター共催にて、創立130周年記念事業として、
以下の要領にて国際シンポジウムを開催します。
複雑系を特徴とする生命の全体像を理解するためには

今後、学際的で統合的な研究の推進による新しい生命原
理の解明や概念の創出が益々重要となります。そのため
に本学を主体とする新研究体制を構築し、それによって
生命科学研究に新展開をもたらし社会にも広く貢献する
ための基盤づくりを目指して本シンポジウムを開催しま
す。ぜひ、ご参加ください。

日時：７月10日（火）13:00～17:40

場所：医学部教育研究棟・鉄門記念講堂
対象：学内外研究者および学生　　
参加費：無料
詳細：

http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/news/Symposium

130th.pdf

問い合わせ：医学部長室（内線23300）
直通：03-5841-3300

E-mail：dean@m.u-tokyo.ac.jp

プログラム概要：（英語：通訳なし）
司会：谷口維紹教授（医学系研究科）
講演者および演題：

１．山本正幸教授（理学系研究科）
“Regulation of meiosis by selective elimination of mes-

senger RNA”

創立130周年記念事業・国際シンポジウム
International Symposium on Advanced and
Integrative Life Sciences

大学院医学系研究科・医学部

２．廣川信隆教授（医学系研究科）
“Integrative Biology of Kinesin Superfamily Molecular

Motors, KIFs: Structure, Dynamics and Functions”

３．豊島　近教授（分子細胞生物学研究所）
“Structural basis of ion pumping by Ca2+-ATPase of

sarcoplasmic reticulum”

４．Dr. Alan Aderem（Institute for Systems Biology,
Seattle, USA）；
“A Systems Approach to Dissecting Immunity”

５．Dr. Arne Ostman（Karolinska Institute, Sweden）；
“PDGF-dependent cancer fibroblasts and pericytes as

novel cancer drug targets”

社会科学研究所は全所的プロジェクト研究「地域主義
比較プロジェクト」の国際シンポジウムを下記の次第で
開催致します。
「地域主義比較プロジェクト」は、ヨーロッパ、アメ

リカ、東アジアの地域主義を比較研究してきました。今
年は、その総仕上げとして、東アジアの今後の地域主義
のあるべき姿を議論します。「東アジア憲章案」を提示
し、今後の東アジア地域主義のあり方への提言を行いま
す。

「地域主義比較プロジェクト国際シンポジウ
ム」開催のお知らせ

社会科学研究所
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2007年CREP国際シンポジウム
「東アジア地域主義の将来－東アジア憲章の提案－」

◇日時：７月21日（土）13:00～17:30

◇会場：本学弥生講堂一条ホール

◇入場料：無料

◇使用言語：英語（日英同時通訳あり）

◇プログラム

７月21日（土）
第１部（13:00～14:20）

現状と憲章案
司会：末廣　昭（社会科学研究所）
報告１「東アジア統合の現状」
丸川　知雄（社会科学研究所）

報告２「東アジア憲章の提案：理念の構想」
中村　民雄（社会科学研究所）
須網　隆夫（早稲田大学）
臼井　陽一郎（新潟国際情報大学）
佐藤　義明（広島市立大学広島平和研究所）

第２部
討論（14:40～16:40）
司会：佐々木　彈（社会科学研究所）
コメンテータ
マーティン・ホランド（カンタベリー大学）
ダグラス・ウェバー（インシアード）
キムベン・ファー（早稲田大学アジア研究機構）
陸　建人（中国社会科学院アジア太平洋研究所）
胡　欣欣（中国社会科学院日本研究所）
山元　一（東北大学）

レセプション（16:40～17:30）

◇お申し込み・お問い合わせ

電話、ＦＡＸ、メールで事前登録をお願いします。
社会科学研究所　ＣＲＥＰ事務局
http://project.iss.u-tokyo.ac.jp/crep/confj07.htm

（申込用紙配布中）
TEL: 03-5841-4874 / FAX: 03-5841-4905

E-mail: crep@iss.u-tokyo.ac.jp
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募集趣旨
東京大学は、創立130周年を記念して、学生の皆さんから、学生の皆さんならではの創意にあふれ、かつ東京大学の

130周年に実施されるにふさわしい事業企画案を募集します。２次にわたって行われる選考を経て採用された企画は、
企画者自身も参画の上、実施されます。
本事業の目的は、東京大学憲章の精神に基づき学生の皆さんに本学の運営にも積極的に参加していただき、皆さんの

アイディアと発想の力を活力あふれるキャンパスの創出に生かすことにあります。
斬新なアイディアに富む企画が多数寄せられることを期待しています。

学生部

創立130 周年記念事業
学生企画コンテスト

１　主　催
２　募集内容

３　応募資格
４　評価基準
５　選考

東京大学
東京大学の130周年にふさわしい事業、すなわちプロジェクトやイベントの企画（例えば、
課外活動、国際交流、地域交流、キャンパスの美化、安全強化、バリアフリー化などを
推進する企画。もちろんこれら以外のものであってもよい）
本学の学生である個人もしくはグループ
独創性、実施可能性、社会貢献性等を総合的に評価
選考は、学生生活委員会のもとに設置した東京大学130周年記念学生企画コンテスト実施
委員会が行います。
（1）書類選考（１次選考）
① 提出方法：「応募用紙」に必要事項を記入の上、電子メールの添付ファイル
（WORDファイル）による送付、学生企画コンテスト事務局への持参または郵送によ
り提出のこと。
＊「応募用紙」は本学ホームページよりダウンロードが可能です。
詳細は、下記ホームページに記載の「提出上の注意」を参照。
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/stu/gakuseikikaku/index_j.htm 

② 提出期限：平成19年９月28日（金）必着
＊応募用紙を受領した時は、応募者（団体）に文書（受領確認書）でお知らせします。

③ 書類提出先：学生企画コンテスト事務局
教育・学生支援系学生支援グループ学生生活チーム（担当：岡田）
〒113-8654 東京都文京区本郷７－３－１
TEL：03（5841）2513 fax：03（5841）2519
e-mail：gakusei-kikaku@adm.u-tokyo.ac.jp

④ 書類審査合格者の発表：平成19年10月中旬頃、ホームページに掲載します。
（2）プレゼンテーション（２次選考）

書類審査合格者には、プレゼンテーション（10分程度）を行っていただき、その内
容も踏まえて、受賞者を決定します。
プレゼンテーション実施時期　平成19年11月頃［場所：未定］

（3）賞　　：優秀賞……３点程度……賞状及び副賞
佳作…………数点…………賞状

２次審査の結果を応募者に報告し、11月頃に表彰式を行う予定です。受賞者及び受賞企
画の内容は、本学のホームページや学内広報に掲載します。
優秀賞に選ばれた企画の実施に際しては、大学から資金援助を受けることができます。
（３件、総額600万円程度を予定しています）。
企画の実施に向けては、事務局関係者等と協議していただきます。
本コンテストについての質問は、学生企画コンテスト事務局までお願いします。
他のコンテストに既に応募していたり、他人の企画を模倣したと判断されたりしたもの
は、審査対象としません。授賞後にこれらの事実が発覚した場合は、授賞を取り消しま
す。

６　審査結果の広報と
表彰式

７　受賞企画の実施

８　お問い合わせ
９　その他
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学生部

柏Ⅱキャンパス運動場の利用が
始まりました！

かねてから整備の進んでいた柏Ⅱキャンパス運動場の
利用がいよいよ始まりました。柏Ⅱキャンパスは緑に囲
まれたとても静かな所にあります。ラグビー、サッカー、
アメフト、レクリエーション等に使用できる天然芝グラ
ウンドがあります。

検見川グラウンド同様、用具と共に貸し出しを行って
います。利用予約は利用日の２週間前から行っておりま
すので、東京大学運動会窓口（内22511）までご連絡く
ださい。付設の体育館内にはトレーニング設備があり、
筋力トレーニングやストレッチなどができます。また、
スプリントトレーニングマシン（足が速くなる）を始め
小林寛道名誉教授が開発したトレーニング機器もあり、
体幹筋を鍛えるなど他のスポーツジムではできないトレ
ーニングができます。２階には多目的ホールもあり、ミ
ーティングや体操などができます。

こちらを利用できる日（学内開放）は月曜、水曜、金
曜の17時から19時までとなります。初めての方はインス
トラクターが指導します。
詳細につきましては、学生課体育チーム（内22510）

または柏Ⅱキャンパス事務室（04－7132－3979）までお
問い合わせ下さい。（9:00～16:30）皆様のご利用をお待
ちしております。

【運営費】

【体育施設使用料】（学外者のみ）
芝は植えたばかりでとてもきれいです

最新機器の揃ったトレーニング室

利用者区分 運営費（１日）
学内者 附属中高生 250円
運営費 学生 300円

教職員 400円

利用者区分 運営費（１日）
中学生以下 250円

学外者 高校生及び
350円

運営費 65歳以上
大学生以上

450円
（65歳未満）

利用時間 運　営　費
多目的 １　日 8,200円
ホール 半　日 4,200円

２時間 2,100円

施　設　名 利用時間 全　　　　面

１　日 5,770円
ラグビー場 半　日 2,880円

２時間 1,440円

トレーニング
１　回 150円

施設

多目的
１　日 5,520円

ホール
半　日 2,760円
２時間 1,380円
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大学院理学系研究科・理学部

第56回小石川植物園市民セミナーのご案内

海洋研究所

「一般公開」のお知らせ

海洋研究所では、海洋科学に関する情報を公開し、研
究所への理解を深めていただくために一般公開を下記の
とおり行います。
子供から大人まで楽しめる企画を多数用意して、海洋

と地球環境とのかかわりなど「海」の重要性についてお
伝えしたいと思います。東京都中野地区と、岩手県大槌
地区でそれぞれ下記の日程で開催いたします。多数の
方々のご来場をお待ちしています。

＜岩手県大槌地区＞
日時：７月16日（月・祝日「海の日」）10:00～15:00

場所：国際沿岸海洋研究センター
（岩手県上閉伊郡大槌町）

テーマ「三陸の海と生き物を知ろう！！」

○　所内見学ツアー
○　体験！ロープワーク
○　お魚ふれあいコーナー・沿岸生物・各種パネルなど
の展示

○　研究船「弥生」見学コーナー
○　講演（13:00～）「海と地球環境」（福田秀樹　助教）

＜東京都中野地区＞
日時：７月21日（土）12:00～16:30

場所：中野キャンパス海洋研究所
○　市民講座（13:00～)

海に生きる私たちの祖先（窪川かおる教授）
食べて美味しい魚の話
－ウナギとクロマグロの回遊－（木村伸吾　教授）

○　小学生向けお話と手品「海の恵み」
○　模擬実験：雨粒をつくる、海水に溶ける二酸化炭素
○　体験！ロープワーク、海藻押し葉をつくろう
○　研究室見学ツアー
○　展示：ミニ水族館、各種パネル・標本、観測機器

展示

詳しくは、ホームページでご覧ください。
http://www.ori.u-tokyo.ac.jp/info/event/uminohi2007/

小石川植物園後援会が主催する第56回小石川植物園市
民セミナーが下記の通り開かれます。今回は日光植物園
での開催で、本学大学院理学系研究科の谷友和博士によ
る講演です。講演後には、谷先生の案内による園内散策
も予定されています。本学関係者に限らず、どなたでも
参加できます。どうぞ皆様お誘い合わせの上、是非ご参
加下さいますよう、ご案内申し上げます。

講師：谷　友和（理学系研究科附属植物園博士研究員）
演題：「ウバユリとオオウバユリの大きさの違いに迫る」
日時：７月28日（土）13:00～15:00

場所：理学系研究科附属植物園日光分園（日光植物園）
庁舎内和室

参加費：無料（但し、一般の方は入園料が必要です）

参加申込方法：７月23日（月）までに往復葉書または電
子メールにて後援会までお申し込み下さい。返信葉書な
いし返信メールが招待状となります。なお参加ご希望多
数の際は、お申し込み順に従い受付が締め切られること
があります。悪しからずご了承下さい。

主催・参加申込先：〒112-0001 文京区白山3-7-1

東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
小石川植物園後援会
koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp

問い合わせ先：理学系研究科附属植物園
杉山宗隆准教授（03-3814-0368）
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西野文雄　名誉教授

本学名誉教授　西野
文雄先生は、平成19年５
月６日逝去されました。
享年71歳でした。
先生は、昭和11年３月

18日にお生まれになり、
昭和34年３月に東京大学
工学部土木工学科をご卒
業後、昭和36年３月同大
学院土木工学専攻修士課
程を修了し、昭和39年10月には米国リーハイ大学大
学院博士課程を修了されました。昭和39年７月より
米国リーハイ大学講師を務め、昭和40年４月には東
京大学講師に任ぜられました。昭和43年２月に助教
授に、昭和55年10月に教授に昇任されました。昭和
59年４月から昭和61年８月までアジア工科大学副学
長を務められました。平成３年４月より埼玉大学大
学院政策科学研究科教授を併任され、平成６年７月
より埼玉大学大学院政策科学研究科教授を専任とな
られました。平成９年10月より政策大学院大学教授
に任ぜられ、平成17年４月からは政策大学院大学学
事顧問を務められました。昭和56年４月から昭和57

年７月まで東京大学総長補佐、平成５年４月から平
成６年６月まで東京大学留学生センター長、平成８
年４月から平成12年３月まで埼玉大学大学院政策科
学研究科長を歴任されました。
先生のご専門は構造工学であり、薄肉断面部材の

基礎理論、破壊確率に基づく設計論等に関わる研究
を行い、構造工学の発展に大きく貢献されました。
構造工学、橋梁の専門家として、国際的な橋梁建設

事業に貢献するとともに、日本の橋梁技術の高さを
世界に示されました。構造工学の技術者・研究者の
国際交流の場として、EASEC（East Asia-Pacific
Conference on Structural Engineering and

Construction）の創設に中心的な役割を果たし、日
本の技術者の国際的な活躍支援に尽力されました。
さらに、東南アジア・パシフィック技術者連合会
（FEISEAP）の理事として、国際技術士資格、
APEC Engineersの枠組み作りにおいて指導的役割
を果たされました。また、先生は英語による教育を
前提とした留学生教育プログラムを日本で初めて創
設されました。東京大学社会基盤学専攻の留学生卒
業生は550名を越え、その多くは母国で活躍してい
ます。その成功は留学生教育プログラムの普及につ
ながりました。工学系の人材養成を中心とした様々
な政府開発援助、民間資金活用事業等に関する研究
を行うとともに、政府の各種委員会委員、委員長を
歴任され、その推進に大きく貢献されました。
先生のこのようなご業績に対して、平成３年８月

に国際協力事業団総裁より感謝状、平成６年10月に
土木学会国際貢献賞、平成13年７月には外務大臣よ
り表彰状、平成19年５月には土木学会功績賞が贈ら
れています。
先生は組織や制度を改革し、より良いものとする

ために全力を傾けてこられました。多くの革新的な
アイディアをご発案になり、実現してこられました。
その前向きな姿勢は最期まで変わることがありませ
んでした。いつでも先頭に立って新しい領域を切り
開き、後輩をお導きになってこられた先生のご逝去
は哀惜の念に耐えません。ここに謹んで哀悼の意を
表しご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院工学系研究科）
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
事務局：大学院工学系研究科環境海洋工学専攻村山英晶
TEL/FAX：03-5841-6514
E-mail：murayama@giso.t.u-tokyo.ac.jp

主催:環境安全本部・大学院農学生命科学研究科
TEL:（内線）21051、21052（外線）03-5841-1051、1052

大学院医学系研究科精神保健学・看護学分野
森（助教）、中嶋（技術専門職員）
TEL：03-5841-3521/FAX：03-5841-3392
URL：http://plaza.umin.ac.jp/heart/

http://www.cdbim.m.u-
tokyo.ac.jp/news/Symposium130th.pdf
医学部長室　TEL:（内線）23300（直通）03-5841-3300

E-mail：dean@m.u-tokyo.ac.jp

大学院医学系研究科疾患生命工学センター分子病態医科学
宮崎　徹（担当：新井郷子、江上美保）
TEL:03-5841-1436  E-mail: ekw@m.u-tokyo.ac.jp

プロジェクト事務局
TEL :03-5452-6661 FAX:03-5452-6662
E-mail: registration@rss21.iis.u-tokyo.ac.jp
URL: http://www.rss21.iis.u-tokyo.ac.jp/

21世紀ＣＯＥプログラム
「国家と市場の相互関係におけるソフトロー」事務局
E-mail：coe-law@j.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.j.u-tokyo.ac.jp/coelaw/

大学院医学系研究科家族看護学分野内
東大家族ケア研究会代表上別府圭子（事務局担当　尾関）
TEL/FAX：03-5841-3691
E-mail：todaikazoku-office@umin.ac.jp
URL：http://www.m.u-tokyo.ac.jp/news/index.html

緑地植物実験所
問い合わせ専用PHS：070-5580-5060
URL：http://www.a.u-tokyo.ac.jp/topics/hasu2.html

http://www.ori.u-tokyo.ac.jp/info/event/uminohi2007/

空間情報科学研究センター　小口
E-mail:oguchi@csis.u-tokyo.ac.jp
TEL:04-7136-4301

社会科学研究所　CREP事務局
TEL: 03-5841-4874 FAX: 03-5841-4905
E-mail:crep@iss.u-tokyo.ac.jp
URL：http://project.iss.u-tokyo.ac.jp/crep/confj07.htm

ナノフォトニクス総合的展開事務局　担当：田村
TEL:03-5841-1670 FAX:03-5841-1140
E-mail:symposium2007@nanophotonics.t.u-tokyo.ac.jp
URL: http://uuu.t.u-tokyo.ac.jp/jpn/index.html

大学院医学系研究科疾患生命工学センター分子病態医科
学部門･東大病院教育研究支援部共催
E-mail:dbels@m.u-tokyo.ac.jp
http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/news/

小石川植物園後援会
Email:koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp

バリアフリー支援室内
人と技術を用いた高等教育のバリアフリーカンファレン
ス事務局
TEL:03（5452）5067 FAX  03（5452）5068
E-mail aito@rcast.u-tokyo.ac.jp 担当：伊藤

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL：03-5452-6864/FAX：03-5452-6071
URL：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/

総合研究博物館
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/
（臨時休館の場合があるので、ホームページ要確認のこと）

大学院人文社会系研究科文化資源学研究室
http://www.l.u-tokyo.ac.jp/CR-K/

鉄門記念講堂

弥生講堂

山上会館2Ｆ　大会議室

鉄門記念講堂

医学部2号館　小講堂

生産技術研究所
コンベンションホール

東京国際フォーラム・
ホールＤ5

医学部1号館　小講堂

大学院農学生命科学研究科附属
緑地植物実験所

16日：国際沿岸海洋研究センタ
ー（岩手県上閉伊郡大槌町）
21日：海洋研究所

山上会館大会議室

弥生講堂（一条ホール）

武田先端知ビル5F「武田ホール」

長崎県雲仙市　雲仙観光ホテル

大学院理学系研究科附属植物園
日光分園（日光植物園）庁舎内
和室

生産技術研究所総合研究実験棟

生産技術研究所
総合研究実験棟（Aｎ棟）
3階大会議室

総合研究博物館
1階新館展示ホール

本郷キャンパス
法文2号館2階1番大教室

7月4日（水）
9:30～

7月4日（水）
13:00～16:00

7月7日（土）
10:00～17:00

7月10日（火）
13:00～17:40

7/12（木）
16:30～17:30

7月12日（木）
10:00～18:30
7月13日（金）
10:00～17:30

7月13日（金）
13:00～17:00
（受付12:30～）

7月13日（金）
18:00～21:00

7月14日（土）
5:00～10:00

7月16日（月）
10:00～15:00
7月21日（土）
12:00～16:30

7月18日（水）
13:20～16:40

7月21日
13:00～17:30

7月25日（水）
13:00～18:00

7月27日（金）夕方～
7月29日（日）正午

7月28日（土）
13:00～15:00

7月28日（土）
9:30～18:45
29日（日）
8:30～16:00

5月11日（金）
～7月13日（金）

（5月25日、6月1日を除
く各金曜日　全8回）
18:00～19:30

5月26日（土）
～9月2日（日）
月曜休館（月曜祝日
の場合は開館、翌日
休館）
10:00～17:00
（入館は16:30まで）

6月8日（金）
～平成20年1月11日
（金）全12回
18:40～20:20

シンポジウム
「第2回東京大学の海研究－海から未来を考える－」
※1359号参照

安全講演会

精神衛生・看護学教室50周年記念シンポジウム「精神
保健の100年：50年の到達点と今後50年の挑戦」

東京大学130周年記念事業
大学院医学系研究科　国際シンポジウム
International Symposium on Advanced and Integrative
Life Sciences ※20ページ参照

DBELS-EXTRA Technical Lecture Series for Young
Scientists
第3期　イメージング　～細胞から個体まで～
第9回「細胞観察からＩｎ Vivo Imagingの可能性」

文部科学省次世代IT基盤構築のための研究開発
第2回「革新的シミュレーションソフトウェアの研究
開発」シンポジウム
※1359号参照

21世紀ＣＯＥプログラム「国家と市場の相互関係にお
けるソフトロー」第9回シンポジウム
“Soft Law in Action: The Role of Private Ordering in
Commercial Activities”

東大家族ケア研究会第5回家族ケアフォーラム

花園ハス祭（花園地区町内自治会連合会主催）

海洋研究所　一般公開
※24ページ参照

空間情報社会の到来：社会動向と空間統計学の普及
※1359号参照

社会科学研究所 CREP国際シンポジウム
※20ページ参照

ナノフォトニクス総合的展開2007
※1358号ページ参照

第1回DBELSワークショップin雲仙・普賢岳

第56回小石川植物園市民セミナー
※24ページ参照

人と技術を用いた高等教育の
バリアフリーカンファレンス2007

第35回生研公開講座イブニングセミナー
「都市と環境のフィールド調査の現場から」

東京大学創立130周年記念事業特別展示
『遺丘と女神―メソポタミア原始農村の黎明』展

文化資源学公開講座
「市民社会再生－文化の有効性を探る－」

総合研究博物館
TEL：03-5777-8600/FAX：03-5841-8451
E-mail：web-master@um.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.um.u-
tokyo.ac.jp/education/lecture_200706.html

総合研究博物館
展示ルーム内講義室

6/20（水）、6/26（火）
7/3（火）、7/10（火）
15:00～17:00

総合研究博物館公開講座
『植物・動物・社会―西アジア考古学からみたドメス
ティケーションの始まり』

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等
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このたび、学内広報スタッフ２名が交代します。今までお
世話になった方々、ありがとうございました。途中リニュ
ーアルなどもあり、月２回の発行、完成したらすぐに次号
の打ち合わせ・編集と、ひたすら作り続けてきたという感
じがします。学内広報、まだまだ発展途上ですので、今後
ともご支援とご協力をよろしくお願いします。（と）

今回、門の写真を撮りに行った時、これが最後の仕事にな
るとは思いもしませんでした。ようやく表紙に凝ったりす
る余裕（？）もでき、仕事が楽しくなってきた時期だった
ので少し残念ですが、老兵は去るのみです。フレッシュな
次期編集長に乞うご期待を！（あ）

◆ 表紙写真 ◆ 駒場Ⅰキャンパス正門の旧一高
マークから覗いた時計台
（２ページに関連記事）

特集
02 本郷の「門」、駒場の「門」

淡青評論
28 種蒔きか収穫か？

NEWS

シンポジウム・講演会

INFORMATION

20 大学院医学系研究科・医学部

創立130周年記念事業・国際シンポジウム
International Symposium on Advanced and
Integrative Life Sciences

20 社会科学研究所

「地域主義比較プロジェクト国際シンポジ
ウム」開催のお知らせ

部局ニュース
08 大学院数理科学研究科

高木レクチャーが東大で開催されました

09 大学院農学生命科学研究科・農学部

創立130周年記念事業シンポジウム
「イネのバイオエタノール化による持続的
社会の構築」開催される

09 医科学研究所

第34回医科研創立記念シンポジウム
開催される

募集
22 学生部

創立130 周年記念事業
学生企画コンテスト

お知らせ
23 学生部

柏Ⅱキャンパス運動場の利用が
始まりました！

24 海洋研究所

「一般公開」のお知らせ

24 大学院理学系研究科・理学部

第56回小石川植物園市民セミナーのご案内

26 EVENT LIST

キャンパスニュース
11 研究協力部

平成19年度外国人学生数－国費外国人留学
生数952人、私費外国人留学生数1,396人、
外国政府派遣留学生数24人、在日外国人学
生数182人－

一般ニュース
05 総務部

春の公開講座「グローバリゼイション」
大盛況のうちに終了

06 地球観測データ統融合連携研究機構

韓国政府８省庁混成代表団、研修のため
本学地球観測データ統融合連携研究機構
（EDITORIA）を来訪

06 ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構

東大ＮＥＣ企業ラボつくば分室
発足記念講演会を開催

07 人事部

名誉教授の称号授与

コラム
16 調達本部です　第30回

16 インタープリターズ・バイブル　Vol.6

17 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.19

18 Step by Step東大基金通信　第２回

18 コミュニケーションセンターだより　No.36

19 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第16回

19 龍岡門横丁噺　第18回

訃報
25 西野文雄　名誉教授



苦手な仕事が巡ってきた。教員なら誰でも立派な評論が書けるわけでは

ないことを証明するには紙面がちょっと狭い。日頃なんとなく気にしてい

ることを素直に思い出して書くことにした。

私のような実験科学系の研究者にとって、継続的な研究費の有無はまさ

に死活問題だ。グラントの審査方法自体には、利害関係、性、年齢等が考

慮されたシステムが年々導入され、少なくとも数値的には公平さが整う方

向にある。大型研究費が異常に競争的であることも、国の財源に限りがあ

る以上、ある程度仕方ない。気になるのは、研究テーマの縛りが益々強くなりつつあることだ。

トランスレーショナル研究や橋渡し的研究が花盛りである。むろん、「基礎から応用へ」を支援するプログ

ラムは必須であり、私自身も成熟期を迎えつつある一部のプロジェクトについては積極的に応用研究に発展

させたいと願っている。しかしながら、科学技術政策との強い連動が気になる。予算運用の国民への説明責

任は、「科学研究に対する国の支援が過去10年以上に及ぶ種蒔きと育成の期間を経て、今は収穫（成果還元）

の時を迎えている」という「わかりやすい」説明をさせている。しかし、そんな時代ってあるだろうか？

研究の基本は種蒔きである。時代にも分野にも依らず常に基礎研究は芽吹くものであり、また無名数的な

土壌ほど良く育つ。

言葉は悪いが、現行の大型研究費は、ヒモ付きテーマに対する自由競争か、自由テーマに対するヒモ付き

競争が大半を占めている。重複制限や個人研究尊重の影響で（これらは賛同すべき点も多いが）、基盤的な研

究費の維持も一発大型研究費に頼らざるを得なくなりつつある状況において、国主導の研究テーマの偏りに

不安を感じる。「自由テーマに対する自由競争」に近いのは科研費の基盤研究だが、残念ながら潤沢とは言い

難い。テーマの縛りなくレベルの高い基礎研究を支援する「東大発競争的研究グラント」などあれば、国の

お手本にもなるのでは。

一條　秀憲（大学院薬学系研究科・薬学部）

種蒔きか収穫か？

No. 1360 2007年6月27日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp

［訂正］

学内広報において、一部誤りがありましたので訂正いた
します。
関係部局および関係者の皆様に深くお詫び申し上げます。

No.1359（2007.6.13）
裏表紙『淡青評論』の執筆者クレジット
誤：金森　修（大学院教育学研究科・法学部）
正：金森　修（大学院教育学研究科・教育学部）
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